
は
じ
め
に

　
平
成
十
二
年
五
月
に
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
の

社
会
か
ら
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
内
の
ご
み
量
は
依
然
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
回
収
し
て
も
必
ず
し
も
資
源

化
が
円
滑
に
進
ま
な
い
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
企
画
局
で
は
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
、
市
民
及
び
生
産
・
流

通
・
再
生
に
実
際
に
か
か
わ
っ
て
い
る
事
業
者
か
ら

な
る
「
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
」
を
、

平
成
十
一
年
六
月
に
設
置
し
、
資
源
循
環
の
面
で
課

題
が
あ
り
市
民
生
活
に
身
近
な
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
、

「
び
ん
」
、
「
古
紙
」
の
三
品
目
に
対
象
を
絞
り
、
約

二
年
に
わ
た
り
検
討
を
行
っ
た
。

　
平
成
十
三
年
三
月
、
十
九
の
提
言
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
、
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
べ
き
か
、
そ

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
（
９
頁
参
照
）

　
「
減
量
化
・
資
源
化
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
経
済
的
・
効
率
的
で
、
確
実
な
再
商

品
化
の
受
け
皿
が
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
、

生
産
者
が
製
品
の
廃
棄
後
に
ま
で
責
任
を
負
う
「
拡

大
生
産
者
責
任
」
や
「
排
出
者
責
任
」
の
も
と
に
構

築
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
「
効
率
的

な
破
砕
回
収
」
、
「
異
物
除
去
に
優
れ
た
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
」
と
、
「
生
産
者
自
身
が
再
び
利
用
す
る

　
“
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
”
」
の
三
つ
の
手
法
を
活
用
し

た
、
店
頭
回
収
に
よ
る
経
済
的
・
効
率
的
な
循
環
型

の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
横
浜
か
ら
発

信
す
る
べ
き
と
の
具
体
的
な
提
言
が
示
さ
れ
た
。

　
び
ん
に
つ
い
て
は
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
の

維
持
を
、
古
紙
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
中
小
事
業
者

か
ら
排
出
さ
れ
る
古
紙
の
回
収
・
資
源
化
の
促
進
が

必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
「
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
企
業
行
動

の
転
換
」
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
あ

た
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
環
境
教
育
の
推
進
と
経
済
的
手
法
の
導
入
に
つ

い
て
、
発
生
抑
制
・
減
量
化
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ

き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
委
員
会
の
議
論
や
提
言
内
容
の
す
べ

て
を
紹
介
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
爆
発
的

な
人
気
を
誇
り
生
産
が
増
加
す
る
一
方
で
、
現
在
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
シ
ス
テ

ム
の
提
案
を
含
め
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
現
状

①
―
急
増
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
透
明
で
光
沢
が
あ
り
、
軽
量

で
損
傷
し
に
く
く
、
蓋
が
で
き
る
な
ど
の
優
れ
た
特

性
か
ら
、
す
っ
か
り
市
民
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
る
。

　
昭
和
四
十
八
年
に
米
国
で
生
ま
れ
、
国
内
で
は
、

昭
和
五
十
二
年
に
初
め
て
醤
油
の
容
器
に
利
用
さ

れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
清
涼
飲
料
へ
の
使
用
が
開

始
さ
れ
た
。

　
現
在
の
よ
う
に
身
近
な
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
容

器
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
以
降
容
り
法
）
の
成
立
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
の
目
途
が
つ
い
た
と
し
て
、
そ
れ
ま
で

自
粛
さ
れ
て
い
た
五
百
ｍ
l
以
下
の
小
型
ボ
ト
ル
が
、

平
成
八
年
か
ら
発
売
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
以

降
生
産
量
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
平
成
十

二
年
度
の
生
産
量
は
、
三
十
八
・
九
万
ｔ
に
達
す
る

見
込
み
で
、
容
り
法
施
行
の
前
年
と
な
る
平
成
八
年

度
の
十
七
・
三
万
ｔ
と
比
べ
て
約
二
・
三
倍
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
三
百
五
十
m
l
や
二
百
八

十
m
l
と
い
っ
た
ミ
ニ
ボ
ト
ル
が
次
々
に
投
入
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
海
外
で
は
ビ
ー
ル
な
ど
に
も
利
用
が
拡

大
し
て
お
り
、
国
の
や
や
控
え
め
な
見
通
し
で
も
、

五
年
後
の
平
成
十
六
年
度
に
は
四
十
五
・
三
万
ｔ
に

拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

②
―
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
態

　
平
成
八
年
度
で
見
る
と
、
生
産
さ
れ
た
約
十
七
・

１
―
は
じ
め
に

２
―
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
現
状

３
―
現
行
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点

４
―
望
ま
れ
る
店
頭
自
主
回
収
の
拡
大

５
―
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
取
り
巻
く
新
た
な
動

６
―
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
提
案
と
横
浜
の
チ

　
　
ャ
レ
ン
ジ

表―1　ペットボトルの生産・回収・再商品化量の推移＊
そ
の
呼
び
や
す
い
名
称
は
石
油
を
原
料
と
す
る
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
樹
脂
か

ら
つ
く
ら
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
頭
文
を
と
っ
て
ペ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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三
万
ｔ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
う
ち
回
収
さ
れ
た
の

は
、
わ
ず
か
二
・
九
％
（
約
五
千
ｔ
）
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
生
産
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ほ
と

ん
ど
（
約
十
六
・
八
万
ｔ
）
が
、
「
ご
み
」
と
し
て

焼
却
、
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
ワ

ン
ウ
エ
イ
容
器
と
し
て
、
そ
の
短
い
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
終
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
八
年
に
容
り
法
が
施
行
さ
れ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み

が
は
じ
め
て
作
ら
れ
た
。
法
律
で
は
、
「
消
費
者
」
に

分
別
し
て
排
出
す
る
こ
と
、
「
市
町
村
」
に
分
別
収

集
と
圧
縮
・
保
管
を
、
「
飲
料
や
容
器
を
製
造
し
て

い
る
企
業
」
に
は
、
自
ら
ま
た
は
再
生
事
業
者
（
指
定

法
人
）
に
委
託
し
て
再
商
品
化
す
る
こ
と
な
ど
、
市

民
、
行
政
、
事
業
者
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
ご
み
と
し

て
焼
却
、
埋
め
立
て
し
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
も
、

主
に
繊
維
な
ど
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
、
い
わ
ば

第
二
の
人
生
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集

が
は
じ
ま
つ
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
で
は
、
回
収
率

は
二
六
・
六
％
と
飛
躍
的
に
向
上
し
、
平
成
八
年
度
の

約
二
十
倍
の
約
十
万
ｔ
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
、
繊
維
な
ど
第
二
の
人
生
を
歩

む
こ
と
な
く
廃
棄
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
平
成

八
年
度
の
約
十
七
万
ｔ
か
ら
平
成
十
二
年
度
に
は
約

二
十
八
万
ｔ
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
努
力

し
て
資
源
化
し
た
量
以
上
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
売

ら
れ
、
買
わ
れ
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

る
。
確
か
に
、
容
り
法
は
、
は
じ
め
て
生
産
者
の
リ

サ
イ
ク
ル
義
務
と
負
担
を
法
的
に
位
置
づ
け
、
資
源

化
量
を
増
大
さ
せ
た
が
、
皮
肉
に
も
、
法
施
行
が
生

産
拡
大
の
「
免
罪
符
」
と
な
り
、
逆
に
ご
み
の
増
加

現
行
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点

　
現
行
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
な
問
題

は
、
生
産
者
が
製
品
の
廃
棄
後
ま
で
一
定
の
責
任
を

負
う
べ
き
と
す
る
、
拡
大
生
産
者
責
任
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少

し
具
体
的
に
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

　
第
一
の
問
題
は
、
容
器
の
生
産
者
や
中
身
（
飲
料
）

メ
ー
カ
ー
（
以
下
特
定
事
業
者
と
い
う
）
に
、
生
産

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
で
き
る
だ
け
環
境
負
荷
が
少

な
い
方
法
で
資
源
と
し
て
社
会
に
戻
す
責
務
が
十
分

に
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
容
り
法
で
は
、

は
じ
め
て
特
定
事
業
者
に
再
商
品
化
義
務
が
課
せ
ら

れ
た
が
、
「
再
商
品
化
可
能
量
（
再
商
品
化
事
業
者

の
能
力
）
」
と
「
分
別
収
集
計
画
量
（
行
政
の
回
収

見
込
）
」
の
う
ち
、
小
さ
い
方
の
数
量
を
ベ
ー
ス
に

算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
量
と
は
相

関
関
係
が
全
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
ど
ん
な
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
生
産
し
、
そ
れ
が
消
費
さ
れ
て
も
、
再

商
品
化
義
務
量
に
一
切
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
回
収

能
力
を
上
回
っ
て
生
産
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ご

み
と
し
て
、
税
金
で
焼
却
、
埋
め
立
て
処
理
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
特
定
事
業
者
は
、
生
産
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ほ
ん
の
一
部
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
責
任
を

果
た
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
生
産
者
に
、
生

産
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
一
定
割
合
の
再
商
品
化
を

義
務
付
け
る
こ
と
や
、
回
収
量
に
再
商
品
化
が
追
い

つ
か
な
い
間
は
、
生
産
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
な
ど

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
式
の
技

術
的
な
問
題
が
、
回
収
負
担
を
重
く
し
、
販
路
を
限

ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
容
り
法
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
繊
維
な
ど
の
原

料
と
な
る
フ
レ
ー
ク
（
薄
片
状
）
ま
た
は
ペ
レ
ッ
ト

（
粒
状
）
に
再
生
す
る
マ
テ
リ
ア
ル
方
式
で
リ
サ
イ

ク
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
方
式
で
は
、
再
生
品
で
あ
る
フ
レ
ー
ク
等
に

粉
砕
す
る
前
に
、
不
純
物
（
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
）

や
異
素
材
の
ボ
ト
ル
（
塩
ビ
な
ど
）
を
完
全
に
除
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
消
費
者
の
排
出
段
階
で

す
べ
て
の
異
物
を
排
除
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

回
収
は
異
物
混
入
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
や
す
い
ボ
ト
ル

形
状
で
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
自
治
体
の
負
担

（
収
集
・
選
別
・
圧
縮
等
）
を
重
く
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
。

　
再
生
品
の
販
路
は
、
品
質
や
価
格
面
か
ら
、
繊
維

や
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
テ
リ
ア

ル
方
式
で
は
、
年
間
十
五
万
ｔ
余
が
再
商
品
化
の
限

界
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
五
年
後

に
は
、
生
産
量
約
四
十
五
万
ｔ
、
分
別
収
集
量
約
二

十
三
万
ｔ
（
回
収
率
約
五
一
％
）
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
新
た
に
約

八
万
ｔ
を
処
理
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
確
保

が
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
古
紙
や
ガ
ラ
ス
が
同
じ
も
の
に
も
繰
り
返

し
再
生
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

こ
れ
ま
で
安
全
性
や
コ
ス
ト
面
か
ら
飲
料
ボ
ト
ル
へ

の
再
生
が
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
繊
維
な
ど
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
場
合
も
、
回
収
、
再
生
す
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
過
性
の
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
真
の
意
味
で
ぺ

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
③
横
浜
市
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
循
環
型
社
会
の
形
成

表―２　指定法人に係るペットボトルの
　　　再商品化実績（平成11年度）

表―3　溶り法に基づくペットボトルの

　　　　リサイクルコストの例（平成11年度）
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を
招
い
た
と
も
い
え
る
。
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ッ
ト
ボ
ト
ル
の
循
環
の
輪
を
形
成
す
る
に
は
、
繰
り

返
し
利
用
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
第
三
の
問
題
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
収
集
を
、

メ
ー
カ
ー
や
小
売
店
な
ど
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し

て
利
益
を
得
て
い
る
企
業
で
は
な
く
、
自
治
体
が
担

当
し
負
担
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
容
り
法
で
は
、
最
も
負
担
の
か
か
る
収
集
を
行
政

が
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
事
業
者
は
、
集
め
ら
れ

た
資
源
を
再
商
品
化
す
る
作
業
に
負
担
が
限
定
さ
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
小
売
店
な
ど
流
通
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
何
ら
義
務
・
負

担
を
追
っ
て
い
な
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
負
担
で
見
る
と
、
行
政
（
横
浜
市

の
場
合
）
が
一
本
約
六
・
六
円
、
事
業
者
が
約
四
・

四
円
と
な
っ
て
お
り
、
六
〇
％
が
行
政
負
担
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
事
業
者
負
担
は
四
〇
％
と
な
っ
て
い

る
。
仮
に
、
生
産
量
に
対
す
る
事
業
者
の
リ
サ
イ
ク

ル
負
担
で
み
る
と
一
本
約
一
・
二
円
と
な
る
。
回
収

量
の
伸
び
を
上
回
っ
て
生
産
量
が
増
加
す
れ
ば
、
事

業
者
の
負
担
は
さ
ら
に
薄
ま
り
、
一
方
で
、
ご
み
と

し
て
焼
却
、
最
終
処
分
に
ま
わ
る
量
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
買
っ
て
い
な
い
人
の

負
担
（
税
金
）
は
一
層
増
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
店
頭
自
主
回

収
を
促
進
し
、
受
益
者
負
担
を
基
本
と
す
る
回
収
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
回
収
率
ア
ッ

プ
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

望
ま
れ
る
店
頭
自
主
回
収
の
拡
大

①
―
店
頭
自
主
回
収
の
意
義
と
問
題
点

　
市
内
に
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
小
売
店
は
、

約
千
か
所
あ
る
が
、
現
在
、
そ
の
五
十
倍
に
あ
た
る

約
五
万
五
千
か
所
の
ご
み
集
積
所
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
（
平
成
十
四
年
二
月
か
ら

全
市
で
実
施
）

　
今
年
、
施
行
さ
れ
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

販
売
店
が
再
資
源
化
の
集
積
拠
点
（
市
内
で
は
二
か

所
）
ま
で
廃
家
電
を
運
ぶ
コ
ス
ト
（
約
二
千
円
）
を

消
費
者
に
求
め
て
い
る
が
、
軽
く
て
持
ち
運
び
や
す

い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
店
頭
に
消
費
者
が
み
ず
か
ら
持

ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
回
収
で
き
れ
ば
、
回
収
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
消
費
者
や
メ
ー
カ
ー
と
の
接
点
が
あ
る
販
売
者

が
自
ら
回
収
す
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
・
経
済
的
な
回

収
の
流
れ
や
、
費
用
分
担
の
仕
組
み
に
つ
い
て
工
夫

が
し
や
す
く
な
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
条
例
で
再
生
利
用
促
進
物
を
指
定

（
現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
含
め
八
品
目
を
指
定
）

し
、
製
造
・
加
工
・
販
売
等
事
業
者
の
店
頭
回
収
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
誘
導
を
図
っ
た
が
、
店
頭
自
主
回
収

の
取
り
組
み
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　
平
成
十
二
年
二
月
に
実
施
し
た
「
店
頭
回
収
実
施

状
況
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
自

主
回
収
し
て
い
る
の
は
、
ス
ー
パ
ー
で
十
七
店
（
九

％
）
、
コ
ン
ビ
ニ
で
二
百
二
十
四
店
（
二
六
％
）
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
び
ん
や
缶
な
ど
他
の
容
器
と
比

べ
て
実
施
店
舗
数
は
少
な
い
。

　
店
頭
自
主
回
収
が
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
は
、
第

一
に
、
嵩
張
る
ボ
ト
ル
形
状
の
ま
ま
回
収
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
頻
繁
な
袋
交

換
や
店
内
に
一
次
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
こ

と
、
物
流
効
率
が
悪
い
こ
と
な
ど
回
収
負
担
が
重
い

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
う
し
た
回
収
負
担
を
メ
ー

カ
ー
や
消
費
者
に
転
嫁
す
る
仕
組
み
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
第
三
は
、
回
収
量
が
増
え
た
場
合
の
引
取
先

の
確
保
が
難
し
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
環
境
意

識
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
消
費
者
な
ど
か
ら
も

店
頭
回
収
の
要
請
は
高
ま
っ
て
お
り
、
経
済
的
・
効

率
的
で
消
費
者
に
と
っ
て
排
出
し
や
す
い
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
取
り
巻
く

新
た
な
動
き

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
を
解
決

し
、
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
う

え
で
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
三
つ
の
新
し
い
技
術
・

手
法
を
紹
介
す
る
。

①
―
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

　
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
熱
分
解
や
加
水
分
解

で
化
学
的
に
異
物
除
去
を
行
う
も
の
で
、
マ
テ
リ
ア

ル
方
式
（
手
作
業
に
近
い
異
物
除
去
を
行
っ
た
上
で

洗
浄
、
破
砕
し
フ
レ
ー
ク
や
ペ
レ
ッ
ト
に
再
生
す
る
）

に
比
べ
異
物
除
去
が
容
易
に
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

色
つ
き
ボ
ト
ル
や
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
入
が
あ

っ
て
も
高
純
度
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
製
造
原
料
へ

の
再
生
が
可
能
で
、
繊
維
は
も
と
よ
り
、
飲
料
用
ボ

ト
ル
を
含
む
様
々
な
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
品
へ
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
方
式
は
、
現
在
国
内
で
二
社
が
、
事
業
化
段

階
に
入
っ
て
い
る
。
飲
料
用
ボ
ト
ル
へ
の
再
生
を
指

向
し
て
い
る
（
株
）
ア
イ
エ
ス
は
、
平
成
十
五
年
四

月
の
稼
働
を
目
途
に
、
処
理
量
約
二
万
ｔ
の
プ
ラ
ン

ト
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
の
帝
人
は
、
高
純
度
の
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
原
料
へ
の
再
生
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

図―1　マテリアルリサイクルとケミカルリサイクル
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技
術
的
に
は
、
さ
ら
に
化
学
反
応
さ
せ
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
樹
脂
に
再
生
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
平
成
十
四
年
四
月
よ
り
、
約
三
万
ｔ
規
模
の

プ
フ
ン
ト
を
稼
動
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
国
で
は
こ
れ
ら
の
方
式
を
容
り
法
の
新
た

な
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
準
備
を
進

め
て
い
る
。

②
―
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

　
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
は
、
飲
料
容
器
と
し
て
利
用
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
飲
料
用
ボ
ト
ル
に
再
生
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
手
法
で
、
「
ケ
ミ
カ
ル
法
」
「
多
層
ボ
ト
ル
化

法
」
「
超
洗
浄
法
」
の
三
つ
の
技
術
が
あ
る
が
、
前
述
し

た
と
お
り
ケ
ミ
カ
ル
方
式
が
実
用
化
の
段
階
に
あ
る
。

　
こ
の
手
法
の
利
点
は
、
生
産
者
自
身
が
回
収
さ
れ

た
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
料
と
し
て
利
用
す
る
た

め
、
生
産
者
に
回
収
ボ
ト
ル
の
引
き
取
り
義
務
量
を

設
定
し
易
く
生
産
量
に
応
じ
た
リ
サ
イ
ク
ル
責
任
を

担
保
で
き
る
こ
と
と
、
一
度
は
繊
維
な
ど
に
再
生
さ

れ
る
も
の
の
そ
の
後
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
保
証
が

な
い
現
行
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
し
、
繰
り
返
し
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
な
循
環
型
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

　
国
で
も
、
今
後
こ
の
方
式
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
、
再
資
源
化

の
出
口
が
拡
大
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
転
換
す
る

も
の
と
な
る
。

③
―
店
頭
で
の
破
砕
回
収

　
容
り
法
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、
ボ
ト
ル
形
状
で
の
回

収
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
消
費
者
の

排
出
・
回
収
段
階
で
破
砕
す
る
方
式
は
ほ
と
ん
ど
検

討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
破
砕
回
収
が
で

き
れ
ば
、
容
積
が
最
大
で
十
分
の
一
程
度
に
な
る
な

ど
、
回
収
効
率
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
。

　
近
年
、
行
政
回
収
を
前
提
と
す
る
容
り
法
の
リ
サ

イ
ク
ル
方
式
に
拘
束
さ
れ
な
い
商
店
街
や
ス
ー
パ
ー

で
、
破
砕
型
の
回
収
装
置
を
店
頭
に
設
置
し
、
自
主

回
収
す
る
取
り
組
み
が
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
店
頭
回
収
機
の
設
置
に
は
、
破
砕
音
や
安
全
性
、

処
理
ス
ピ
ー
ド
、
経
済
性
、
省
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
問

題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
が
、
破
砕
機

を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
は
急
増
し
て
お
り
、
機
能
の

向
上
と
と
と
も
に
、
価
格
や
大
き
さ
な
ど
の
面
で
も

選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

６

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

提
案
と
横
浜
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
委
員
会
で
は
、
現
行
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

問
題
点
を
解
消
す
る
た
め
、
最
新
の
リ
サ
イ
ク
ル
手

法
を
活
用
し
、
作
っ
た
人
・
売
っ
た
人
・
飲
ん
だ
人

が
応
分
の
負
担
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
、
極
め

て
シ
ン
プ
ル
な
循
環
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

新
た
に
提
案
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
「
飲

ん
だ
人
が
買
っ
た
店
に
飲
み
終
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
戻
し
、
売
っ
た
人
が
再
資
源
化
事
業
者
に
引
き
渡

し
、
作
っ
た
人
が
責
任
持
っ
て
引
き
取
り
再
利
用
す

る
」
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
の
店
頭
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
小
さ
く
刻
む
「
破
砕

回
収
機
」
を
設
置
し
、
破
砕
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
新
技

術
の
「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
方
式
」
で
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
原
料
に
戻
し
、
こ
の
原
料
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

製
造
業
者
が
使
用
し
て
飲
料
用
の
ボ
ト
ル
に
再
生
、

飲
料
メ
ー
カ
ー
が
購
入
す
る
「
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
｝

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
破
砕
に
よ
る
回
収
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
主
に
物
流
コ
ス
ト
の
面
か
ら
店
頭
回
収
に
二

の
足
を
踏
ん
で
い
た
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
販
売
者
責
任

に
よ
る
回
収
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
消

費
者
が
自
ら
店
頭
に
持
ち
込
む
こ
と
で
受
益
者
の
負

担
に
よ
る
収
集
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
飲
料
ボ
ト
ル
へ
の
再
生
に
よ
り
、
生
産
者
自

身
が
再
び
原
料
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
生
産
量
に
応
じ
た
リ
サ
イ
ク
ル
責
任
が
担
保
さ

れ
る
ほ
か
、
生
産
段
階
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
化

を
誘
導
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
導
入
に
向
け
て
委
員
会
が
提
案
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
が
、
環
境
へ
の
負
荷
の
面
で
問
題
が
な
い

の
か
、
ま
た
、
一
連
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
中

で
の
「
破
砕
回
収
」
、
「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
、

「
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
｝
の
効
率
性
・
安
全
性
・
経
済

性
を
評
価
、
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
新
た
な
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
実
験
に
向
け
て
、
横
浜
市

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
市
内
の

小
売
店
、
破
砕
機
メ
ー
カ
ー
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
者
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
共
同
検
討
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
最
前
線
に
あ
る

市
民
・
事
業
者
・
自
治
体
が
連
携
し
、
実
状
に
即
し

か
現
実
的
な
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
も
と
よ
り
、
現
在
ご
み
化
し
て
い
る
多

く
の
資
源
を
真
に
循
環
さ
せ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
Λ
企
画
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
担
当
係
長
Ｖ

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
③
横
浜
市
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
循
環
型
社
会
の
形
成
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